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サウジアラビアのアルマ（Aruma）層（白
亜紀後期：約 8000万年前）からアカモンガニ
上科に属するカニの化石が見つかりました。
同定の結果、新科、新属、新種であることが
わかり、アラビアカモンガニ科とアラビアカ
モンガニ属が新たに設立され、新種名
Arabicarcinus arumensis（アラビカルキヌス・
アルメンシス）がつけられました。

アメリカ合衆国のオレゴン州に分布する
ルッキンググラス（Lookingglass）層（前
期～中期始

し し ん せ い

新世：約 5000～ 4600万年前）
からセミエビ科の化石が見つかりました。北
アメリカ大陸西岸域におけるセミエビ科の化
石は今回で 2例目の発見となります。同定
の結果、新種であることがわかり、Scyllarella 
manleyi（シーラレラ・マンリーアイ）と名
づけられました。Scyllarella属は、これまで
暁
ぎょうしんせい

新世末期（約 5600万年前）には絶滅した
とされていましたが、今回の発見で始新世ま
で生息していたことが明らかになりました。

瑞浪市化石博物館研究報告第 43号の概要－掲載論文の紹介－

サウジアラビアの上部白亜系からアカモンガニ上科の新科、新属、新種の発見
………サウジアラビア産 8000万年前の新科・新属・新種カニ化石

アメリカ合衆国オレゴン州のLookingglass層（始
し

新
しんせい

世）産Scyllarella属（セミエビ科）
－北アメリカ大陸西岸域から同属初めての記録－

………アメリカ産約 5000万年前の新種のエビ化石

Arabicarcinus arumensisの甲羅（スケールは 1.0 cm）

Scyllarella manleyiの甲羅（スケールは 1.0 cm）



アメリカ合衆国、テキサス州に分布する白
亜紀の地層であるウォールナット粘土層（アル
ビアン中期、約 1億年前）から新たなカニの
甲羅化石が見つかりました。アサヒガニの仲間
に属しますが、甲羅の幅が狭い点、甲羅の中央
部に見られる 1本の棘、甲羅表面の明瞭な溝
によって新科、新属、新種であることが明らか
になりました。そして、Juglocarcinus tumulus
（ユグロカリキヌス・ツムルス）と名付けられ
ました。

オランダ、マーストリヒト市街の建築材に
使われている石材中から非常によく保存され
たウミユリの茎化石が発見されました。石材
は、灰色の石灰岩であり、ベルギー南部で採
石された石炭紀前期（約 3億 6千万年前～ 3
億 2千万年前）のものと推定されます。

アメリカ合衆国、テキサス州の白亜系（アルビアン中期）から産出した
新科、新属、新種の十脚類化石

………アメリカ産約 1億年前の新種のカニ化石

オランダ、マーストリヒトの建築石材（石炭紀前期：ミシシッピ紀）中から
非常によく保存されたウミユリの茎化石の発見

………石材中に残されたウミユリ化石

英国イングランド、北部ケントのマーゲイ
トで採集された白亜紀後期にできたチョーク石
の転石に生物の穿孔の跡が見られました。U
字型の管と複数に枝分かれする管が見られ、多
毛類と二枚貝類によって明けられたものと推定
されます。特に複数に枝分かれする穿孔痕は
Gastrochaenolites ornatus（ガストロカエノリ
テス・オルナータス）と呼ばれ、生物がより深
く潜り込もうとした証拠だと見られます。

イングランド南東部における上部白亜系由来のチョーク石につけられた現世の穿孔痕
Gastrochaenolites ornatus Kelly and Bromley

………イギリスのチョーク石につけられた巣穴の跡

Juglocarcinus tumulusの甲羅

石材中に保存されたウミユリの茎化石

採集されたチョーク石、穴は穿孔痕（スケールは 1.0 cm）



貝やウニなどの無脊椎動物化石の撮影法に
ついては、研究者による独自の手法が用いら
れています。この論文では、一つの方法を紹
介します。コーヒーカップのような深くくぼ

んだ容器に黒系色の布をあて、そこに標本を
のせて撮影します。くぼんでいるため標本が
沈み込み、周りに影が出来るためライティン
グや画像処理において調整が容易となります。

無脊椎動物化石の接写における深くくぼんだ容器の使用について
………カップを用いたユニークな化石の撮影法

静岡県浜松市谷
や げ

下の約 2万年前に堆積した
裂罅堆積物（石灰岩の割れ目にたまった堆積
物）の下部谷下層から約 50年前に発見され
たトミストマ亜科に属するワニの化石がこの

たび浜松市博物館に収蔵されることになりま
した。化石は頭骨、下顎骨、脊椎骨、四肢骨
などほぼ 1体分の骨が非常に良い状態で見つ
かっています。

静岡県浜松市谷
や げ

下の中部更新統下部谷
や げ

下層から産出した
トミストマ亜科（ワニ目、クロコダイル上科）化石

………静岡県の 2万年前の地層から見つかったワニの化石

撮影に用いた容器

ワニ化石の全体

容器を使って撮影したウニ（スケールは 1.0 cm）

ワニ化石（頭骨）



国内有数の油田の一つである見
み つ け

附油田に分
布する地層（約 1400万年前）の地層中に含
まれる海

かいりょくせき

緑石（海成層に含まれる粘土鉱物）
がどのような部分に密集するかを有孔虫化石
の分布に基づいて推定しました。その結果、
海緑石が濃集する層が見られ、それらは有孔

虫化石の群集と比較した結果、上部～中部漸
ぜん

深
しんかい

海（200～ 2000メートル）で堆積した時
期に形成したことが明らかになりました。そ
して、海緑石は、堆積物ができる時期の構造
運動と関係していることが明らかになりまし
た。

今から 30年ほど前、愛知県南
み な み ち た

知多町の造
成工事現場に分布していた師

もろざき

崎層群（約
1800万年前）から東海化石研究会の会員が
十脚類化石を採集しました。近年、これらの
標本を再鑑定した結果、新属新種を含むこと
がわかりました。新属新種として記載される
のはシンカイコシオリエビの仲間の一種で
す。頭部にこれまで知られている種類と大き
な 違 い が あ っ た た め Mizunotengus 
makiguchimai（ミズノテングス・マキグチ
イマイ、和名：ミズノテングエビ）と名付け
られました。他にもタラバガニの仲間の新種

も識別され、Paralithodes bishuensis（パラ
リソデス・ビシュウエンシス、和名：アイチ
イバラガニ）と名付けられました。

鹿児島県南
み な み た ね

種子町（種子島）に分布する増
ます

田
だ

層（約 140万年前）からエビ・カニ類の
化石が発見されました。同定の結果、23種
が識別されました。優占種はオオスナモグリ
であり、他にニホンスナモグリ、オオキンセ
ンモドキ、ヨツメコブシ、イボイチョウガニ、
ゴカクイボオウギガニ、サメハダオウギガニ
が産出しました。オオスナモグリは愛知県や
千葉県など各地の更新世の地層から見つかっ
ていますが、増田層産の標本が最も古い記録
となりました。

新潟県見
み つ け

附油田周辺における海
かいりょく

緑石と有孔虫化石

………新潟県の油田周辺の海緑石と有孔虫化石の分析

東海化石研究会が愛知県の下部中新統師
もろざき

崎層群から採集した十脚類化石の再検討

………愛知県から 1800万年前のユニークな新属・新種のエビ化石の発見

鹿児島県南
みなみたね

種子町に分布する下部更新統増
ますだ

田層から産出した十脚類化石

………鹿児島県種子島から 140万年前のエビ・カニ化石の発見

Mizunotengus makiguchimaiの頭部

オオスナモグリ（ツメ、スケールは 3.0 mm）

オオキンセンモドキ（甲羅、スケールは 3.0 mm）




